







































































二千米走 A 32 52 62 59 68 66 70 71 71 74 73 70
：B 30 42 48 50 46 54 56 56 58 57 54 54
A＿B 2 10 14 9 22 12 14 15 13 17 19 16
正常時
A 32 34 34 34 34 36 36 36
3占
34 35 34
B 30 33 32 34 33 32 32 34 33 33 31 31
A＿BF 2 1 2 〔） 1 4 4 2 3 1 4 3
（別表第1のつづき）
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酸験者 直前 1 2 3 4 5
｝16
7 8 9 10 11
　　　1
　1 E 18■ 22 24 23 24 27
「　　30
32 35 32 30 26
ズ1




E－F 一6 ＿7 ＿8 ＿13 一12 一12 一12 ＿10 ＿9 ＿8 一8 一11
　　　ヲ
E 18 18 20 18 工8 17 18 17 18 18 ．19 19
　　　1常　　　1
F 24 24 25 24 24 24 24 25 24 26 25 24













































































A 74 34．23 39．77 1．16
二千米走
：B 58 31．85 26．15 0．82
C 84 33，85’ 50．15 1．48
柔　　　道
D 84 28．52 55．48 1・9係
E ・35 18．28 16．72 0．91
リズム運動












E　　　　　 　　　　　18 28　　　　　16 72
F　　　　　　44　　　　　24 47　　　　　19．53
加
。
1．94
。
4摘　要
　1）以上測定の結果膝閾値の
攣動を測定する事によつて体育
運動教材を一過性の激運動であ
るか一過性の張運動であるか一
過性の緩運動であるかの判断を
下す事が出來る1）。
2）膝閾値800を越す運動は
4分以上績ける事は生理的に見
て刺穀が張過ぎるo從つてか』
る運動を1時聞乃至3時間蓮績
して行う場合には10～15分の
休息時1爾を適宜中間に與える必
要がある。之は体育蓮動のカリ
キユラム作製上又指導案の作製
体育運動時に於ける膝蓋腱反射閾値のi変動に関する研究（第1報（ 7
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上考慮されるべき事柄である。
　3）．本實験に依つて体育蓮動時に於ける膝閾偵の攣動が各蓮動教材に依Oて湘なり、その最
商値は840に蓮し膝閾値80。以上となれぱ被瞼者は運動績行不能の歌態になる事が認められた
叉本實験に於いて行つた蓮動は15～20分以内に殆んど直前値に’干降恢復する專が認められた。
欄筆に臨み御指導を賜りました東京教育大学教授杉本良一博士に深く感謝の意を捧げます・
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